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ＣＰＳによるビジネス変革
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消費行動にダイレクト
につながらない場合が
ある（データのマネタイ
ズの不確実性）

問題点

IoTモデル

優位点

消費行動にダイレクトに
課金できる。ネットワー
ク外部性によりひとたび
シェアをとると急成長

Google

amazon

Apple

Facebook



ハードウェア

あらかじめ
与えられる

ソフトウェア
必要に応じて
外部から与えられる

IoT製品の基本構成
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製品機能

データ

毎回
外部から取り込む

基地局

データがないと
動かない！

周辺機器

周辺機器

付帯装置

ＩｏＴ製品がない
と動かない！

すべてのモノ
がシステム化
される！



モノを売る VS コトを売る
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コト

利用者

モノ

使う

企業

しくみ構築

収益

問題解決

価値

販売

収益

販売では、一度しか収益の機会がない。一方、
サービスは、使うたびに収益が安定的に得られる。

製造業（製造したモノを販売して収益を得る）
⇔ サービス業（利用時の付加価値により収益を得る）



継続的な関係の構築
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コト

利用者

モノ

使う

企業
提供

しくみ構築

収益

情報

データ

問題解決

IoT

プラットフォーム

プラットフォーム化することで、使う“こと”による付加
価値にダイレクトに課金することができるようになる。



なぜプラットフォームなのか？

モノ

ひとシステム

モノ

システム

モノ

システム

製品（プロダクト）中心の世界 サービス中心の世界

コト
コト

コト

ひと

コト

コト

システム

システム

システム

⇒サービス中心の世界に移行しているから！

コトのつながりには
明確な境界がない！
⇒システムはつながって
いなければならない。

ひと
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マスカスタマイゼーション
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モノ によるバリエーション

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄

生産 販売 利用 修理 廃棄

販売 利用 修理 廃棄

（ドイツ流）

利用 修理 廃棄

コト によるバリエーション

利用 修理 廃棄

販売 利用 修理 廃棄

生産 販売 利用 修理 廃棄

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄

・・・ ・・・ ・・・

販売した後でもさまざま
な「コト」に対応して製品
の機能が付加される。

単なる付加サービスだと差別
化できない。製品に組み込ま
れたサービスであること。

マスカスタマイゼーションとは、１０人
に１０種類の製品を提供することでは
ない。マスカスタマイゼーションの
ゴールは、１０人の１０種類以上の要
求に即時に答えることである。

利用者はどのような製品が欲しいか、
最初は知らない。使ってみると要求
がその都度異なる形で出てくる。そう
した要求に個別に対応することが究
極のマスカスタマイゼーション

ハード＋ソフト

サービス



イノベーションの担い手は中小企業
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大量生産の時代 個別化、多様化の時代

大企業

中小企業

中小企業

大企業

お金の流れ

お金の流れ

モノづくり モノを介したサービス

中小企業は
大手からお
金をもらう

中小企業は
多様なニーズ
に対応する

 あえてリスクをとれる体質
 意思決定スピードの速さ
 変化に対する適応能力



中小製造業の飛躍シナリオ
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２０１８年、法政工業（仮称）は、東京オリンピック＆
パラレンピック開催に向けて開発した障がい者用補
助具を発表。３Ｄプリンタと一部金属部品を組み込
んだ製造工程は非常に複雑で月産１０台程度を予
定したものであった。これが北欧のメディアで紹介さ
れ、２０２２年の時点で月産２０００台の生産体制に
段階的に事業を拡大。製造コニュニティプラット
フォームを活用し、自社工場を福島県に建設するま
での間をネットワーク型ファブ方式で投資コストとリ
スクを押さえつつ対応した。

法政精密（仮称）は、大手素材メー
カーとの共同開発プログラムに応
募し新複合素材の難加工技術を
確立した。第三者による技術評価
指標と知財管理により、その後は
安定的に加工注文が得られるとと
もに、製造コニュニティプラット
フォームを介した新規引き合いが
増え、海外からの注文も飛躍的に
伸びていった。量産または繰り返
し型の注文もあったが、同社は規
模拡大をせず、それらをライセン
ス供与する一方で、新たな加工技
術の開発に常に経営資源を集中
させている。

機械加工を得意とする受託製造サービス大手の
ホーセイ（仮称）は、2025年の現在で国内3位となる。
2014年当時にＥＭＳ（電子機器受託製造サービス）

事業を大幅に縮小し、機械加工および樹脂製品に
シフトした。工程管理を徹底的に標準化するととも
に、比較的コストの安いプレス＋板金加工と溶接ロ
ボットの組合せで合理化、１個作りから月産５０００
個までをこなす。主力は電気自動車の内装部品で、
顧客の生産管理システムとクラウド上で連動し１日
２便電子かんばんで納入している。



ワークセンタ

生産要素仕掛品

ワークセンタ

資材

作業区作業区

拠点（工場）

製品または半製品 製品

拠点（工場）

企業

製品

工場は“コト”（サービス）だらけ
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コト
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水平分業の構造
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生産要素仕掛品 製品または半製品

ワークセンタ

コト

コト

コト

コト

“コト”のサービス化

ＩｏＴプラット
フォーム

品質情報
工程情報
・・・

仕掛品

半製品

仕掛品
仕掛品

仕掛品

半製品
半製品

半製品



￥
高度な日本のものづくりは
いずれ海外に流出する！

意識的にオープン化を図る

日本のものづくり

日本のものづくり

＄

つながっている場合

つながっていない場合

国内

国内海外

海外

海外でのものづくりで得ら
れる付加価値を日本国内
に還元するしくみをつくれ
ばよい！

ならば
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ノウハウは隠す
もの？

ノウハウを見せて
仲間を引込む！

オープン＆クローズ戦略



知財制度における論点

大手製造業 中小製造業

海外拠点

中堅製造業

国内拠点 九州地域

東北地域

ユーザ

消費者

装置のトレーサビリティ

情報のトレーサビリティ

製品（ワーク）のトレーサビリティ

技術（知財）のトレーサビリティ
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競争領域と協調領域の境界再定義

デジタルとアナログの境界再定義

製造ラインをパーツ
として再構成する

リアルとバーチャルの融
合で新たな需要の創出

知財制度はトレサビ
制度ともいえる？



モノ システム自然法則

２種類のシステム
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システム

目的意識
行動規範

ゼロから作り上げることができる
自然界のばらつきの範囲内で
あれば再現性がある。

要素に人が含まれるので設計どおりに
いかない。自らの意図で自律的に変化
する。ゼロからではなく、現行のしくみの
改変や組み換えとなる。

第二種のシステム（業務システム）

第一種のシステム（人工物システム）

自然法則を利用した技術的
思想の創作のうち高度のもの

① 物（プログラム等を含む）
② 方法
③ 物を生産する方法

知的財産権（特許）の対象

ここは知財権で
独占できない



競争環境をどう整備するか？

第二種のシステム（経営システム）

第一種のシステム（人工物システム）

モノ システム自然現象

システム

目的意識
行動規範

◆決めるためのルールを決める

◆変えるためのルールを決める

◆評価のためのルールを決める
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協調領域

◆しくみを客観的に表記できるか

◆表記したものの効力はあるか

◆表記されたものを占有させるべきか



つながるためのルールを決める
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サイトＡ サイトB サイト C サイトD

異なる
企業間

連携モデル
（Xグループ）

連携モデル
（Yグループ）

連携モデル
（Zグループ）

共通モデル
共通モデル

個別プロ
ファイル

個別の業務アプ
リケーションが連
携のために実装
した機能を定義

共通プロ
ファイル

連携のために必要
な個別モデルとリ
ファレンスモデルと
の違いを定義

リファレンス
モデル

個別アプリ個別アプリ 個別アプリ 個別アプリ

異なる
部門間

AS-IS

モデル



“ゆるやかな標準”とは

A社のやり方
B社のやり方AB C

DE

F
G

H

J

K
L M

B

D

F

K

B

D

F

K

共通部分

この部分だけ標準にしましょう！

C社のや
り方

D社のや
り方

A

N
B

Dローカル
標準

ローカル
標準

知らない会社のことは
気にしない！

C社、D社も仲間に加えようよ！

AB

D

F

K

新しい標準

共通部分を取り出し個別の差異を認める

ローカル標準が同時に複数存在してもよい

標準が必要に応じて更新されるのを認める
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改定

差分
X-Y

差分
X-Y

知財リポジトリ

リファレ
ンスY

差分Ｃ
Ｂ社

検索
差分Ｂ

AS-IS
モデルC

標準化
団体

ＳＩ企業

リファレ
ンスX

差分A
Ａ社

登録

Ｃ社

AS-IS
モデルB

AS-IS
モデルA

新たな

差分Ｂ

差分Ｂ＝ ＋

リファレンスで協調、差分で競争

差分A
差分B

差分X-Y

リファレ
ンスX

リファレ
ンスY

競争領域

協調
領域

差分C

Ａ社プロファイル

Ｃ社プロファイル

各社プロファイルはノウハウその
ものなので、競争領域であり保護
の対象であるが、契約により第三
者に許諾できるものとする。
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・・・

枠組み標準と知財流通システム

自生的しくみ

自律的しくみ

自生的しくみ
自生的しくみ

自生的しくみ
自生的しくみ

自生的しくみ

基本構想
アイデア

追加的
アイデア

追加的
アイデア

追加的
アイデア

追加的
アイデア

追加的
アイデア

自生的しくみ

■しくみを構成する一要素

■しくみを成立させる規約や規範

■しくみ間の連携、調整機能

競争 協調

競争 協調

競争 協調

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
成
熟
度

◆要素技術からつなぐ技術へ

◆製品の付加価値からサービス価値へ

◆データが価値を大きく左右する時代

所有権

アクセス権
利用権

複製権

改変権

独占権

???
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ご清聴ありがとうございました。


